
パイの採卵フ化飼育試験

佐竹武元

パイは北海道南部から中国，朝鮮半島に至る砂浜域に綾息する有用巻貝である。パイの生態おエ

び種苗生産に関する研究は少ない生うである。（例えば，猪野1)，網尾2)，梶川8)，平本4)5)）

今回，種苗生産を図ろ目的で天然母貝による採卵フ化飼育試験を行なったのでその結果の概要を報

告する。

材料と方法

母貝は１９７６年５月１８日および５月２０日にパイ寵で漁狸された平均殻長７１．３”（平均体

重５３．６９）の､の１４８個（性比１：１）を自動車輸送し（空中露出時間６０分）細砂を

３～５噸の厚さとした２００ｘ７０ｘ６０ｃ"のコンクリート水槽に収容し流水，通気により飼育し

た。餌料はカタクチイワシ，サバの肉部および内臓部のみを２５０～５００９の範囲で残解のない

程度に毎日午後４～５時に与えた。

採苗器は水槽側壁に塩ビ製波板を取付けると共に長さ８０czE（径１０噸）の塩ビパイプを用い

た。産卵数は卵のう５０個について卵数を計数し平均値を求めた。産出された卵は４０ｘ４０ｘ５０

“のう化用塩ビ製水槽に採苗器のまま収容し流水，通気にて管理し，フ化幼生の収容を簡易にする

ためプ化の２～８日前に４０ｘ４０ｘ５０ｃｍのゴース布製の袋をﾌｲﾋ水槽に設置した。フ化した幼

生は1.7トンコンクリート水槽（底面積２．４８㎡）に順次収容し流水とし，通気は水槽の１０カ

所で水が盛り上がる程度に強く行なった。フ化率は未フ化卵のう数を計数して算出した。

幼生飼育水槽の排水口には幼生が流失しないようゴース布製の防止網を設け側壁には給水とはい

上がり防止のために塩ビ製アングル，ゴース布および５cm間隔に径２"の小孔を開けた塩ビパイプ

（径８０願）で作成した海水噴射式の障害物を取付けると共に寒冷沙にて水槽内の明るさを５００

～１０００Ｌｕｘとした。投餌は毎日午前９～１０時および午後４～５時の２回カタクチイワシおよ

びサバの肉部および内臓部のみをミンチにし水で溶かし残餌のない程度に与えた。

結果

1．産卵期間

水槽に収容した貝は翌日には大部分が水槽の周辺，注水ロ付近お生び通気ヵ所付近に集まり中央
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部にはほとんど見られたかった。第１回目の産卵は６月８日でありこの時の水温は１８．９℃であっ

た。産卵は以後ほとんど毎日行なわれたが大麺に産卵された翌日は全く産卵されない場合が多かつ

七。また７月にたると９～１２日間隔で産卵され産卵終期と忠われ７月２９日以後は全く認められ

ず（水温２４．９℃）産卵期間は６月３日～７月２９日までであり，この期間中の産卵回数は２８回

であった。

2．産出場所

採卵回数と産出場所との関係は第１表に示

したとおりである。

産出場所は２回目を除いていずれも波板採

苗器への産出が多く（５７．５９～１００冊）

ついで円筒採苗器（Ｏ～８８．４３筋）であり

その他（砂底，注水パイプ，排水パイプ）は

多い場合でも１０．４２筋であった。卵は飼育

水槽内に均一に産出されるのではなく注・排

水おエび通気により飼育水の流動の激しい場

所に多く兄られ多量に産出された場合は同一

場所に密集して２～４重となっていた。この

状態は産卵期間中同様の傾向であった。

第１表採卵回数と産卵期日および産出

場所

3．産卵数とう化率

結果は第２表に示すとおりである。

産出される卵のう数と産卵数は周期的に増

減し産卵盛期では期間が短かく，多量産卵が

継続した。また卵のう１個当りの卵数は盛期

が多く初・終期では少なくなっている。期間

中の母貝１個当りの産出卵のう数および産卵

数はそれぞれ１８９．５個，６２４．１粒であり

総産出卵のう数および総産卵数はそれぞれ

１８．２９５個，４４６，２４１粒であった。ま

た卵のう１個当りの平均卵数は３４．５２粒で
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第２表産卵数およびﾌｲﾋ率 あった。

プ化率は９３８４

～１００筋（平均

フ化率９７．６筋）

であって産卵時期

との相関はたいよ

うであった。

4．フ化日数と積算温度

結果は第１図に示したとおりである。

フ化日数は水温の低い時期は２３日間を要し水温の上昇と共に短かくなり２８回目の採卵分は
P

１２日間であった。一方積算温度は水温の低い時期では４６２．４℃，高い場合は８０４．８℃であり
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フ化日数と同様の傾向であっ

た。
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フ化した幼生は順次同一飼

育水槽に収容したが，いずれ

の場合も翌日には９０妬以上

が底生稚貝とたり授解を初め

た。期間中の総幼生収容数は

４８５，５８１個，収容密度は

１７５，６１７．５個/ｉ，f（第８

表）であった。投鱒は残餌の

ないよう行なったが，その量

は第２図に示すとおりてあっ

た。６月２６日～７月９日主

では午前１０９，午後２０９，

７月１０日～７月１２日まで

は午前２０９，午後８０９で

あった。その後７月１８日に

通気おエび注水の事故により

大量へい死があり７月１３日

～９月６日雀では午前１０９，

午後１５９であった。飼育途

中の生残率および生長はプ化

した幼生を同一飼育水槽に順

次収容したため差異を生じ把

握できなかったが９月６日の

取り上げ時では生残率０．４７

筋，平均殻長４．０２噸であっ

た（第４表）。稚貝のゴース

布上へのはい上がりは少なく

Ⅲ
５１０１５２０２５

採卵回数(回）

第１図産卵回数とブ化までの日数おエび穣算温度

第８表幼生収容数と稚貝収容密度
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第２図投餌期間と投解量

トーーーーヨ；午前中の投餌通，トー一･一'；午後の投酔園：

－；１日の投餌F量
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産卵数 フ化率

(筋）

幼生

収容数

飼育水槽底

面積（”）

稚貝収容密

（個/耐）

度’

446,241 97.60 485,531 2．４８ 175,617.8



多い場合でも５０～６０個/日

程度であり大部分はアングル下

部の水面までであった。

第４表生残率と成長

股長範囲
（”）

３１～１１．８

零 察

陸上水槽で飼育した場合のパイの産卵期間および母貝１個当りの産卵数は約１２０日おエび9,9

８０粒であったと報告している4)。今回の試験では産卵期間は５６日間と短かく，母貝１個体当り

の平均産卵数も６，２４１．１粒であり，使用母貝の質・数，飼育方法および餌料等の飼育条件の違い

によるものであると思われた。雀允産出場所は飼育水の流動の激しい場所に産出される傾向は平本

4)の場合と同様の傾向であったが円筒採苗器に較べ波板採苗器への産出が多く逆の結果となってお

り円筒採苗器の場合は採卵，フ化管理が容易であることから円筒採苗器への産出量を多くするため

には採苗器の形質，設圃場所等について更に検討する必要があると思われる。

稚具の生残率は梶川ら3)の結果（１．２８～５．２８冊）に較べ著しく低く稚貝の収容密度が1.6～

２．２倍高かったことおよび通気・注水事故に因るものであると思われ適正収容密度お上び生理的環

境要因の究明が必要であると考えられた。

要 約

１９７６年５月中旬にパイ髄で漁狼された平均殻長７１．８噸の親貝１４３個（性比１：１）を

用いてパイの採卵・プ化飼育をおこなった結果はつぎのようであった。

１．産卵期間は６月８日～７月２９日までの５６日間，採卵回数は２８回であった。

２．産卵期間中の水温は１８．９～２４．９℃であった。

８．産出場所は飼育水のii趣bの激しい場所の波７囲采苗器が最も多く５７．５９～１００筋であった。

４．産卵数は母貝１個当り６２４．１粒（卵のう数１８５．９個）であり期間中の総産卵数は４４

６，２４１粒（卵のう数１３，２９５個）であった。

５．フ化日数は１２～２３日間，積算温度は８０８．４～４６２．４℃の範囲であった。

６．ﾌｲﾋ幼生は飼育水槽収容後１～２日で９０筋｣;L'二が底生稚貝となった。

７．７７日間の飼育にエろ生残率は０．４７筋，平均殻長は４．０２"であった。

８．噴射式施設は稚貝のはい上がり防止に効果があった。
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幼‘iｺﾞlR暦数
（個）

取揚数
(個）

生残率
(妬）

殻長範囲
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平均殻長
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435,581 2,070 0.虹 3.1～１１，８ 4.02



～文､い～〆献～ｊい

Ⅱ●ﾛ｡-勺．￣・ＩＦ17:.ｗ弘一－
１９５０；水産動物の研究，日本出版（１）

１９６１３：)海産腹足類の比較発生学ならびに生態的研究ｆ水産大学校研報１２

’１）猪野俊，

’２）網尾「勝ｂ

（２．８）

３）梶川晃，

４）平本義春，

..￣.~J-.．~~_｜ﾛ,と

５）平本幾審，

１９７６：パイの増養殖に関する研究，鳥取水試報告１８

１９７６：パイの種苗生産に関する研究－１，陸上水槽における自然産卵につ

～いて水産増殖２４（３）－Ｆ’’『－

１９７６:大イの種苗生産に関ずろ研究一Ⅱ；ふ出について,同上．引

PDI

衿

fl

]ﾛ

，’.（リい￣．Ｉ，

－．２８９－


